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　あけましておめでとうございます
　正月に新刊書をたくさん揃えて、皆さん
のお出でをお待ちしています。ぜひご利用
ください。

新着図書案内
（図書館のホームページ
に多数の本をご案内して
います）

◆一般書
□暗い国境線 逢坂　　剛
□夏の響き 佐藤洋二郎
□夢のカルテ 高野　和明
◆児童書
□サッカー
□はしれ！たくはいびん

＜こども映写会＞ 4F
　7日㈯　午後２時～３時
　「まんが世界むかし話（36）」
＜どうしてかな相談室＞ 2F
　7日㈯　午後２時～４時
　学習相談員　早川範子さん
＜国際交流チャットサロン＞ 4F
　12日㈭、26日㈭　午後３時～５時
　講師 国際交流員アラナ・クラウスさん
＜おはなしかい＞ 2F
　14日㈯　午前10時30分～
　「絵本のよみきかせ」
　講師　おはなしママの会
＜手づくりおもちゃとおはなし講座＞ 4F
　21日㈯　午後１時～２時30分
　講師　田中世津子さん
＜おはなしのへや＞ 2F
　21日㈯　午後３時～
　｢おはなしいっぱい｣
　講師　ショコラ
＜読書会＞ 3F
　28日㈯  午後１時30分～
　｢博士の愛した数式」　小川洋子 著
　講師　竹林萌子さん
＜おはなしのひろば＞ 2F
　28日㈯　午後３時～４時
　「えほん・かみしばい」など
　講師　たんぽぽの会
＊グループ研修 3Ｆ
・「平家物語を読む」会
　14日㈯　午前10時～
・中国語サロン
　15日㈰　午後２時～
・「俳句研修」草苑萌の会
　21日㈯　午後１時～
＊堀江春斎展　4F展示ケース
　5日㈭～31日㈫
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11月の貸出冊数
9,450冊

〈休館日〉
　１～4日、９日、10日、16日、23日、
　30日、２月１日

 ☎  475-8001
FAX 475-9041
〈開館時間〉
　午前10時～午後6時
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あなたと市政を結ぶ「広報なめりかわ」は、
リサイクル推進のため再生紙を使用しています。
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